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この 4 月１日より農業試験場の場長に就任し

ました。30 年ぶりに農業試験場に異動して 1 ヶ

月が経過し、これまでの 123 年という歴史と伝

統を受け継ぎながらも、常にチャレンジし、農業

者等県民目線での試験研究に努めて参りたいと

思います。 

現在、県においては、「子供たちに夢を与え、

人を惹き付ける魅力ある農業・農村の実現を目

指して」各種施策に取り組んでおります。 

特に、今年度は、本県農政の大きな柱として、

「園芸大国とちぎ」づくりを推進しているとこ

ろです。半世紀に渡り生産量日本一を誇るいち

ごをはじめ、産出額が 100 億円を超えるトマト

産地の競争力強化とそれらに続くにらやアスパ

ラガス等を本県園芸の柱となるような新たな主

力品目と位置づけ、重点的に生産拡大を図って

おります。 

また、水田農業の改革を促進するため、新たな

制度への円滑な移行を進めながら、主食用米か

ら加工・業務用野菜等への作付転換や麦、大豆、

飼料用米の生産拡大を図っております。 

稼げる農業の一助になるよう、今後とも試験

研究に取り組んで参ります。 

特に、今年度の農業試験場の運営方針につき

ましては、「とちぎブランドを創出し強化する 

新品種・新技術の開発」です。 

ご案内の通り、昨年度、白いちごの「栃木 iW1

号」、吟醸酒向け酒米の「夢ささら」、食用大麦

の「もち絹香」の３品種を開発しました。これら

の品種が、一日でも早く県内に普及できるよう、

研究を進めて参ります。併せて、これらに続く品

種開発も着々と進めているところであります。 

昨年度、国の地方創生拠点整備交付金事業を

活用し、本県農業に新たなイノベーションを起

こすオリジナル品種の開発を加速するため、水

稲、いちご、にら、花き、麦の基幹研究施設を整

備しました。 

また、省力・超多収や、新需要を創出する農産

物の高付加価値化など、高収益を実現し産地改

革の基盤となる栽培技術の開発に取り組んで参

ります。 

今年度、農業試験場では、昨年同様、国の地方

創生拠点整備交付金事業を活用し、本県の園芸

生産、特に、いちご、トマト、果樹において、生

産性革命をもたらし、収量や品質を低コストで

飛躍的に向上させる革新的な生産技術開発に必

要な先進研究施設を整備する計画であります。 

さらに、試験研究と新技術普及定着のスピー

ド化を図るため、昨年に引き続き、当場の研究成

果等で各農業振興事務所の各種展示ほに取り上

げられている課題を中心に、技術面でのサポー

トを行う「技術支援プログラム」を積極的に展開

し、新品種や新技術の迅速な普及定着と試験研

究へのフィードバックを図って参ります。 

最後に、研究セミナーにより農業者や関係機

関への研究成果の提供を行うとともに、農業試

験場公開デーやホームページの内容充実を通じ

て県民に開かれた農業試験場を目指して参りま

すので、よろしくご支援願います。 
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栃木県育成酒米の名前が 
「夢ささら」に決定しました！ 

高度精白適性を有し、吟醸酒・大吟醸酒の醸造に

適した酒造好適米「栃木酒 27号」の品種登録を出

願し、平成 30 年 2 月 23 日に出願公表となりまし

た。品種名は「夢ささら」です。名前の由来“ささ

ら”とは、酒造りの道具（酒樽を洗浄する道具）で

あり、蔵元を象徴するものの一つです。栃木県酒造

組合のきき酒処の名称も「酒々楽（ささら）」であ

り、関係者一丸となって推進していきたいという

思いも込められています。さらに、”ささら”とは、

伴奏楽器として用いる音曲や舞踊の総称でもあ

り、「夢ささら」が酒造りの夢を叶える酒米とな

り、酒造りの夢を奏でるという願いも込められて

います。平成 31年春には、県内の酒蔵が「夢ささ

ら」で造ったお酒が誕生する予定です。 

               （水稲研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究成果  

写真１ 草姿 

（左：あさひの夢、中央：夢ささら、 

右：山田錦） 

（平成 29年 10月 6日撮影） 

写真３ 玄米 

 （左：あさひの夢、中央：夢ささら、右：山田錦） 

（平成 29年 10月 6日撮影） 

写真２ 立毛（成熟期） 

 （平成 29年 9月 20日撮影） 

あさひの夢 夢ささら 山田錦 
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耐穂発芽性を改良した食用大麦有望系統 
「栃木二条糯 53号」の育成 

食用大麦品種「とちのいぶき」は、穂発芽しや

すい性質を持ち、栽培上問題となることがありま

す。そのため、穂発芽に強い食用大麦品種の育成

を目指した研究を行っています。今回育成した「栃

木二条糯 53 号」は穂発芽耐性が向上する遺伝子

qsd1を導入した結果、「とちのいぶき」より耐穂

発芽性を改善することができました（表１）。 

「栃木二条糯 53号」は他にも食感が粳性より優

れることから近年需要が増えている糯性品種であ

り、機能性成分として注目されているβ-グルカン

も従来品種より１％高くなっています（表１）。

搗精時間は「とちのいぶき」より長いが、砕粒率

が減少したため、製品歩留まりは向上しています。

また、「とちのいぶき」の特徴でもある炊飯後に

褐変しにくい特性も併せ持つ、プロアントシアニ

ジンフリー系統です。 

栽培性に関しては、「サチホゴールデン」と比

べて、出穂期がやや早く、成熟期が同程度の早生、

子実重はやや重く収益性も改善されています（表

２）。今後は現地試験や栽培試験を行い農業特性

や品質について現地適応性や栽培法を検討する予

定です。           （麦類研究室） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

食用大麦の品質ぶれ現地試験を行っています 
近年の健康志向の高まりにより、機能性成分で

あるβ-グルカンが豊富に含まれている大麦の食

品利用が急速に進んでいます。 

本県産「シュンライ」は粒ぞろいが良く、麦ご

飯用の押し麦や麦茶として高い需要があります

が、実需者からは、搗精に時間がかかり、白度が

低くなる硝子粒の割合が比較的高いことが指摘

されています。また、β-グルカン含有量は栽培条

件で変動することが分かっていますが、対策技術

はまだ開発されていません。 

そこで、平成 28 年度から、農研機構北陸農業

研究センター及び次世代作物開発研究センター

と共同で、「シュンライ」の硝子粒やβ-グルカン

含量が変動する（品質がぶれる）要因を解析し、

それらを制御するための試験を、場内ほ場及び芳

賀地域内の現地ほ場で行っています。今年度は、

硝子率が高い現地ほ場とβ-グルカン含量が低い

現地ほ場で、これまでの結果を踏まえた対策技術

の実証試験を行っています。今後、硝子粒率が上

がらない栽培法や高β-グルカン含量となる栽培

法を確立する予定です。    

 （麦類研究室） 

 

成果の速報  

表１ 栃木二条糯 53号の穂発芽性・精麦品質 

dm％ 秒 ％

栃木二条糯53号　 42 61 4.4 453 15.4

標） サチホゴールデン 43 86 3.3 256 25.0

参） とちのいぶき 66 93 3.2 361 27.3

注1） 

2） 

3） 

4） 搗精は、佐竹式グレインテストミルTM-05による

β-グルカンは、55％歩留精麦について市販のβ-グルカン
測定キット（Megazyme）を使用して測定

穂発芽

成熟期
発芽指数

4週後
発芽指数

系統名・品種名 搗精
時間

砕粒
率

β-グ
ルカン

成績結果は2014～2016年の平均値、ただしβ‐グルカンは
2015年のみのデータ

穂発芽：成熟期に採取し、採取直後と20℃4週間静置後に発
芽試験を実施し、17℃における2日後から8日後までの発芽率
から発芽指数を算出

表２ 栃木二条糯 53号の生育・収量 

出穂
期

成熟
期

子実重 整粒
重

対
標準
比

月.日 月.日 kg/a kg/a

栃木二条糯53号　 4.13 5.25 69.9 65.5 105

標） サチホゴールデン 4.16 5.25 67.0 62.5 100

参） とちのいぶき 4.18 5.26 65.4 58.3 93

注1） 成績結果は2014～2016年の平均値

2） 子実重、整粒重は水分12.5％換算値 

系統名・品種名

試験の紹介  
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LAMP法によるオオムギ斑葉病の迅速診断 
オオムギ斑葉病は Pyrenophora gramiea によ

る種子伝染性の病害です。本県では、近年本病の

発生が増加傾向にあります。本病は種子伝染性病

害であり、健全種子の生産・供給のための迅速な

診断技術が求められています。そこで、生産現場

で簡易に本病原菌の種子保菌を確認できる手法

として LAMP 法による迅速診断手法の開発をめざ

し、本病原菌の DNA を増幅するための LAMP 法用

プライマーを設計しました。 

設計したプライマーを用いた、主要なオオムギ

種子伝染性病原菌の LAMP 反応では、オオムギ斑

葉病菌のみ特異的な蛍光反応が認められ（陽性）、

それ以外の種子伝染病害では陰性となりました

（図）。このことにより、設計したプライマーを

用いることで、オオムギ斑葉病菌のみを特異的に

検出できることがわかりました。また、保菌種子

率１％まで安定した検出が可能でした。 

今後も引き続き、大麦種子生産現場での本手法

の有効性について検討を進めていきます。 

   (病理昆虫研究室) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うどの褐変状生理障害の要因解明と 
軽減技術の確立に取り組んでいます 

本県が育成した、うど「栃木芳香１号」、「栃

木芳香２号」は、従来から栽培されている「紫」

に比べ、収量性が高く、軟白茎が白く、曲がりが

少ないことから、現地及び市場からの期待が高

く、現在、本県のうど生産面積の 1/2程度を占め

るまで普及しています。しかし、本格栽培を行っ

ていく中で、両品種とも紫に比べ、出荷時の軟化

物の葉柄部やわき芽部が褐変する生理障害の発

生が多く、その対策が新たな課題となっていま

す。 

そこで、この褐変状生理障害を要因解明し、軽

減技術を確立するために軟化栽培時の温度、水分

及び土壌条件等に関する試験を平成 29 年度から

実施しています。       （野菜研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果の速報  

試験の紹介  

斑葉病 赤カビ病黒節病 網斑病 

陽性 陰性 陰性 陰性 

図 主要な大麦種子伝染性病害への LAMP反応 

写真 褐変状生理障害の発生状況 
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８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

自然開花

短縮モデル

花芽分化 休眠

休眠打破

開花

低温短日処理による

花芽分化誘導

加温長日

処理
開花 約６ヶ月短縮！！

 

あじさいの育種年限を短縮するために、 
早期開花させる方法に取り組んでいます 

当場では、あじさいの品種育成に取組んでいま

す。あじさいは交配から開花するまでに約２年と

いう長い年月がかかります。そこで、育種年限を

短縮するために、早期に開花させることが有用と

考えました。 

一般的にあじさいは、自然条件下で、平均気温

が 18℃以下となる９月中～下旬から花芽分化が

始まり、11月下旬に完了します。その頃になると、

あじさいは休眠に入り、12～１月の低温により休

眠が打破されます。その後４月頃に萌芽し、６月

上旬に開花します。 

本試験では、５月に挿し木した株を、８月１日

から 15℃８時間日長の人工気象室で低温短日処

理することで、花芽分化を誘導しました。低温短

日処理期間は花芽分化初期と想定される４週から

花芽分化が完了すると想定される 12週の間で、２

週間間隔で処理区を設置しました。処理区ごとに

低温短日処理期間終了後、25℃16時間日長の人工

気象室に移し、加温長日処理を始めることで、休

眠に入らずに早期開花できるかを検討しました。 

その結果、低温短日処理期間が 10週程度で、休

眠せずに早期開花させることができました。 

しかし、低温短日処理終了時の花芽分化の進み

具合は株によってバラツキがあり、開花率は低か

ったので、今後、開花率を上げる改善方法を検討

します。            （花き研究室） 
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